
◆ なぜ暴力を振るうの？

暴力は目的ではなく、自分の思い通りに相手を支配する手段として使われます。

最初は命令など言葉の暴力をきっかけとして、身体的暴力へとエスカレートするケースが多く

みられます。

◆ なぜ女性が被害を受けやすいの？

女性だけが被害者だとは限りませんが、やはり被害の多くを女性が受ける現状があります。

それは社会に「男は強く」「女はやさしく」といった性別によって異なったものを期待する考え方

が根強く残っているからです。男性には「多少乱暴なくらいが頼もしい」など、暴力に寛容な見方

もあります。そういった考え方があらゆる場面で「男が主で女が従」という関係性をつくり、結果

として経済的にも社会的にも男性の方が女性よりも大きな力を持つことになるため、女性が被害を

受けやすくなります。

◆ デートＤＶの最近の傾向は？

携帯電話を使って、相手の行動を常に監視するという傾向が見られます。

◆ 被害を受けたり、受けそうになったりした場合は？

被害を受けるのは辛いことですが、恥ずかしいことではありません。友人や両親など、信頼できる

大人に話しを聞いてもらったり、「相談窓口」を利用する方が良いでしょう。

◆ 被害者から相談を受けたら？

まず「あなたは何も悪くない｣と被害者をいたわり、話を聞いてあげましょう。

被害者の多くは、「自分に落ち度があるから暴力を振るわれるのではないか」「反抗しなければ暴

力は終わるのではないか」と自分を責める傾向があるため、被害者に非がないことを教えてあげる

必要があります。自分達だけで解決しようとせずに、「相談窓口」を利用する方が良いでしょう。

◆ 加害者から逃れるには？

被害者が｢別れたい」と求めても加害者がそれを許さず、暴力や威嚇で別れ話しを撤回させると

いうことがしばしば起きます。

ＤＶ加害者は一般に力ある者へは従順ですから、例えば弁護士を立てて交際終了を通知したりする

などの法的手段を使って、別れたいという強い意思を伝えることも有効です。

「相談窓口」を利用するか警察に相談しましょう。

◆ 今後の課題は？

「問題の根幹には交際相手を自分の所有物」とみなし、自分の思い通りに支配しようとする意識が

潜んでいます 問題の解決には 夫婦でも恋人でも友人でも 相手の人権を尊重する意識を育てる潜んでいます。問題の解決には、夫婦でも恋人でも友人でも、相手の人権を尊重する意識を育てる

ことが不可欠です。
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